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２０２3 年度 明海大学歯学部総合型選抜（自己推薦型）入学試験 I 期 

数学的思考力テスト解答用紙 

※ 解答欄には答えだけではなく，その答えを導く過程も記入しなさい。 

※ 解答欄に解答が収まらない場合は裏面を使用してもよい。その場合は，どの問題に対する解答である

かを明記すること。 

I. 

(1) ����は縦の長さが2，横の長さが2 − �の長方形の面積であるから， 
���� = 2�2 − �� = 4 − 2�となる。 

(2)  右の図のような一辺の長さが�である正八角形ABCDEFGH
を考える。 

AI=BI= �
√�であるから，直角三角形ABIの面積は

�
� × �

√� × �
√� = ��

� と

なる。同様にして，直角三角形CDJ，直角三角形EFK，直角三角形

GHLの面積も
��
� である。また，AH = �，AI= �

√�であるから，長方

形AILHの面積は
�

√� × � = √���
� となる。同様にして，長方形BCJI，

長方形DEKJ，長方形FGLKの面積も
√���

� である。さらに，正方形

IJKLの面積は��である。したがって，���� = 4 × ��
� + 4 × √���

� + �� = �2 + 2√2��� とな

る。 

(3)  (1) ， (2) より， ���� = 4 + � − �� − ���� のとき， 4 − 2� = 4 + � − �� − �2 +
2√2���である。よって，�3 + 2√2!�� − 3� = 0を得る。� ≠ 0であるから，� = $

$%�√� =
9 − 6√2である。  

 

(4) (1)，(2)より， 

���� + ���� = �4 − 2�� + �2 + 2√2!�� = �2 + 2√2! (� − √2 − 1
2 *

�
+ 9 − √2

2  

である。0 < � < 2であるから，���� + ����は� = √�,�
� のとき，最小値

-,√�
� をとる。 

（次のページへ続く） 
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II.  

(1) (i)の操作後，容器 B には. + 500(g)の食塩水が入っている。 

また(ii)の操作後，容器 C には2. + 0%122
� = 10%122

� g の食塩水が入っている。 

したがって(iii)の操作後，容器 C には
�
� × 10%122

� = 10%122
� g の食塩水が入っている。 

 

(2) (i)の操作後，容器 A には500g の食塩水が入っており，容器 B には. + 500(g)の食

塩水が入っている。 

また(ii)の操作後，容器 A には500 + 0%122
� = 0%�122

� g の食塩水が入っており，容器 C に

は2. + 0%122
� = 10%122

� g の食塩水が入っている。 

したがって(iii) の操作後，容器 A には
0%�122

� + �
� × 10%122

� = 30%$122
� g の食塩水が入って

いる。 

 

 

(3)(a) (2)より，
30%$122

� = 980を得る。これを解いて，. = 60である。 

(3)(b) (i)(ii)(iii)の操作前には，容器 A，容器 B，容器 C の食塩水にはそれぞれ

1000 × �5
�22 = 160g，60 × 6

�22 = ��
1 g，120 × �

�22 = ��
1 g の食塩が含まれていることに注意す

る。 

(i)の操作後，容器 B の食塩水には80 + ��
1 = ���

1 g の食塩が含まれる。また(ii)の操作

後，容器 C の食塩水には
�
� × ���

1 + ��
1 = �$5

1 g の食塩が含まれている。よって(iii)の操作

後，容器 C の食塩水には
�
� × �$5

1 = ��6
1 g の食塩が含まれる。 

(3)(c) (i)(ii)(iii)の操作前には，容器 A，容器 B，容器 C の食塩水にはそれぞれ

160g，��
1 g，

��
1 g の食塩が含まれていることに注意する。 

(i)の操作後，容器 A の食塩水には80g の食塩が含まれ，容器 B の食塩水には80 + ��
1 =

���
1 g の食塩が含まれている。また(ii)の操作後，容器 A の食塩水には

�
� × ���

1 + 80 = 5��
1 g

の食塩が含まれており，容器 C の食塩水には
�
� × ���

1 + ��
1 = �$5

1 g の食塩が含まれている。

よって(iii)の操作後，容器 A の食塩水には
5��

1 + �
� × �$5

1 = 146g の食塩が含まれる。 

 


